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２月６日（火）に出藍の会を行いました。この会

に向けて、１～３年生までの交流活動として、掃

除交流や授業交流を行ってきました。そして本番

の今日は、一人一人がこれまでの学校生活を振り

返って、自分が頑張ってきたことをまとめた作文

を読み上げる、作文交流を行いました。今回は１

年生の作文を紹介します。 

『これまでの私、これからの私』 

１年１組 大島 瑠夏 

 ５月９日に「総合的な学習の時間」のオリエン

テーションを行いました。そのときに、「進路学習

とは、とても簡単にいうと、令和８年４月１日に

どうするのか？」を考えることだと言われました。 

 正直私は、それを聞いたときに、「もう受験のこ

とについて話すのか？勉強したくないな～」と思

いました。そう思っているうちに１年が過ぎ、だ

んだんと近づいてくる受験に焦りの気持ちがあり

ました。なぜなら、２年後の今はすでに中学校卒

業後に進学をするのか、就職をするのか、進学す

るなら、どの学校のどんな科を受験するのかを決

定しているからです。正直、今の自分は中学校を

卒業した後、進学はしたいと思っているけど、ど

この学校のどこの科で勉強したいという気持ちは

なく、今後就職をするときに、高校を出ていた方

が選択肢が広がるかなと思い、とりあえず高校生

になりたいという気持ちです。 

 でも、この１年間でいろんな方に出会いました。

その中で一番自分が心に残っているのは、６月１

日の地域調べのときに話してもらった伊藤先生で

す。伊藤先生は、私たち１年１組の担任の先生で

す。地域調べでは、中学校の先生の仕事の一環と

して、講師をしてくれました。伊藤先生は、どの職

業につくか悩んでいたそうです。そのときに、自

分が生きている意味を見つけたいと思い、よく「○

○先生のおかげで頑張れた」と自分の生きている

意味のある、学校の先生なったということを知り

ました。伊藤先生でいうと、自分がどんな分野で、

どんな仕事をしたいのか考えて、生き方を選んだ

のだと思います。 

 自分はというと、伊藤先生のように人との関わ

りのある仕事につきたいと思ってはいるけど、明

確には決まっていません。ただこれからの自分を

考えたときに、まだどんな仕事につくかを決めら

れていなくとも、自分の学力を伸ばして、３年生

の１２月に進路を決めるときの選択肢を増やすこ

とはできると思います。だからこそ、私は日頃の

授業では積極的に挙手したり、自分が後で見たと

きに見やすいノートづくりをしたりしたいです。

家では、毎日１時間勉強をするなどの目標を立て

て、学力を伸ばして、選択肢を増やせるようにし

たいです。 

 来年のこの「出藍の会」では、中学校卒業後の自

分がどんな生き方をしたいのかを、より詳しく話

せる自分になりたいです。 

『これまでの私、これからの私』 

１年２組 森川 莉乃 

 ５月９日に「総合的な学習の時間」のオリエン

テーションを行いました。そのときに、「進路学習

をこれからの時間していく」と言われました。正

直私は、「どうでもいいな」と思って聞いていた部

分がありました。なぜなら、まだ５月９日なんで

す。これから中学校生活が始まるのに、もう進路

の話をしているからです。 

 でも、あれから時が過ぎ、もうすぐ先輩になる

というのです。あっという間の１年でした。今思

うと「まだ」ではなく、「もう」と思うべきだった

のでしょうか。今でもふと考えてしまいます。し

かし、まだ早いのではないかと思ってしまいます。

中学を卒業したらどうするのか。このままでいい

のか。やりたいこともなりたいものも決まってい

ないのにと思うからです。なので、「やりたいこと、

＜学校の教育目標〉 

 自立共生 
自ら 仲間と共に よりよく 



なりたいこと」が見つかるかどうかわからないけ

れど、この１年で学んだことや頑張ったことを書

いて伝えたいと思いました。 

 私が中学生になって思ったことは、勉強をたく

さんするということ、そして係の仕事や委員会な

どの仕事が増えたということです。もともと私は、

まわりの人に意見を出したり、何かを提案したり

することが好きでした。でも、どんな仕事かわか

んないし、自分がやっていいのかと自分を追いこ

んでしまうことがあります。そんな中、教科係長

という仕事につきました。クラスの中には一人し

かいないので、頼れる人がいませんでした。不安

になりました。自分を選んでくれてうれしいと思

う半分、本当にいいのかと思うことがたびたびあ

りました。そんな中、私は救われました。それは縦

のつながりでした。ある日の教長会で先輩に相談

することにしました。すると、先輩は優しく解決

策を言ってくれました。そこでとても安心しまし

た。先輩に言ってもらったことをクラスのみんな

に伝えました。すると、先生もみんなも理解して

くれたので、役に立ったのかもしれないと感じま

した。このことがあってから、自分で考えて意見

を伝えてみたいと思いました。あるキャンペーン

のときには、クラスに合ったやり方を考え、自分

が教長だからできることを考えました。 

 進路についてはまだ何も決まっていないもしれ

ないけれど、自分ができることからやっていきた

いと思いました。係の仕事をするうえで、自分で

責任を感じてやっていきたいと思いました。その

ためにもどんなことがやりたいとか、あんなこと

がしたいなどと、先輩のようにクラスのみんなに

伝えられるようになっていきたいです。 

 来年のこの「出藍の会」のときには、自分の意見

に自信をもって伝えられるような２年生になり、

中学校卒業のことも考えて、自分の言葉で詳しく

話せるようになりたいです。 

『１年間の成長、これからの姿』 

１年３組 玉井 湊翔 

 僕は４月に会った新しい仲間と一緒に今まで過

ごしてきました。この１年間で成長できたことは

「自信」です。僕は、中学１年生になった４月に小

学校で一緒だった人や初めての人も会いました。

小学校のように慣れた環境から新しい環境へと変

わり、緊張したり自信が少しもてなかったりと、

４月の自分は初めての環境に対して正直不安の気

持ちが大きかったです。でも、初めてでも明るく

声をかけてくれる仲間、クラス全体に声を出して

くれる仲間もたくさんいました。そんな仲間がす

ごいと思ったし、自分だって明るい仲間の雰囲気

が好きだったし、楽しかったから、僕もクラスを

支えたり、つくっていったりできるようにしたい

と感じました。だから、スポーツ祭や文化祭でも

クラス全体に関われるよう、仲間と一緒に動きま

した。すると、応えてくれる仲間もたくさんいて、

それが僕にとってうれしかったから、その後も続

けていくことができました。 

 他にもこの１年間の行事や活動でたくさんの人

に出会いました。仕事とか個々のことはそれぞれ

だけど、それにかける思いや生きがいが僕はすご

いと思いました。なぜかというと、自分が選んだ

仕事とか職に自分の思いがあることは大切なこと

で、その思いから動けていることがすごいと感じ

たからです。僕は、まだ将来やりたいことが、はっ

きりと自分の中で決まっているわけでもないし、

何かこうしたいという思いがあるわけでもありま

せん。でも、誰でもどんな人にも自分が自信をも

って手助けしたり、仕事によっては喜んでもらえ

るようにしたりしたいです。高校に入りたい、就

職したいの前に、中学で二度のクラス替えがあり

ます。僕は、今のクラスが楽しいし、仲間とも関わ

ることができるから、このままのクラスがいいと

いう気持ちがとても大きいです。仲のいい友達と

話したり、クラスで笑ったり楽しいことがたくさ

んありました。クラスが変わっても、友達と離れ

てしまっても、そのクラスでも自信をもって関わ

りたいです。そのために、自分から仲間に声をか

けて、できることならクラス全体を見てよりよい

クラスにできるような動きをできるようにしてい

きたいです。 

 この１年間で得た「自信」を２年生となった新

しい環境でも高められるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生は公立高校の第一次選抜まで、１か

月を切りました。１・２年生も期末テストま

であと１週間です。勉強する環境を変えてみ

ると、気持ちが切り替わり、集中力が増すこ

とがあります。ぜひ土曜寺子屋を活用しまし

ょう。明後日2 月１０日（土）に１３時３０

分から始まります。場所は東部コミュニティ

ーセンターです。地域の方が、藍川中の生徒

のために土曜寺子屋を運営してくれていま

す。 


